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1 尾道市水道事業の現状と課題

　

【施設老朽化と更新需要への対応】

機能延命化措置や更新ピークの平準化、効率的かつ効果的な更新計画の策定

拡張期と同様のペースで補修・更新することは困難

アセットマネジメント手法（厚生労働省手引き）の活用

水道資産の一例（管路）

４０年後に更新需要発生！ 

人口減少             
全国平均より早いペース 

【尾道市水道事業】 
市民生活や社会・経済活動に欠くことができないない基本的なライフライン 

上水道普及率（９３．２％）（Ｈ25年度末） 

料金収入減少に起因した   

財政基盤の弱体化 等       

水道施設の老朽化 

漏水事故、耐震性の低下 等       

問題発生 

【水道施設】 
取水施設、貯水施設、導水施設、浄水施設、送水施設、配水施設等 

高度経済成長期（昭和４０～５０年代）整備され法定耐用年数を迎える 
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水道事業におけるアセットマネジメント（資産管理）とは 

持続可能な水道事業を実現するために、水道施設の特性を踏まえつつ、中長期的な視点で水道施設のラ

イフサイクル全体にわたって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系化された実践活動を言い

ます。 
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2 尾道市水道事業におけるアセットマネジメント
【法定耐用年数で更新した場合の事業運営状況】

3 管路更新計画の策定
　管路更新計画の策定に際しては、以下の手順で取組みました。

　

40年で更新した場合の更新費用は約22.6億円／年（907億円/40年）

法定耐用年数での更新は困難

各施設を延命化させつつ更新需要を圧縮、平準化
特に、更新需要の75％は管路資産なので管路更新計画策定の重要性が高い

H27～H36 H37～H46 H47～H56 H57～H66 40年間合計 

管路(法定耐用年数） 297.91 105.17 96.83 185.28 685.19

構造物等(法定耐用年数） 67.65 52.39 48.74 53.08 221.86

管路(更新基準年数） 135.93 20.91 51.74 129.7 338.28

構造物等(更新基準年数） 66.43 45.37 48.49 51.43 211.72

297.91  

105.17  96.83  
185.28  

685.19  

67.65  52.39  48.74  53.08  

221.86  

135.93  

20.91  

51.74  129.7 

338.28  

66.43  45.37  48.49  51.43  

211.72  

更新需要（億円） 

法定耐用年数での更新需要 約９０７億円 
管路    約６８５億円（約７５％） 
構造物等 約２２２億円（約２５％） 
         ↓ 
更新基準年数での更新需要 約５５０億円 
管路    約３３８億円（約６１％） 
構造物等 約２１２億円（約３９％）           

【縮減効果】                                    
管路約347億円            
構造物等約10億円 
合計 約357億円 

マッピングシステムの活用による管路情報整理 

技術的関係資料に基づく更新基準年数の設定 

（更新基準年数は、他事業体や本市施設の 

   重要度・危険度・劣化状況等を勘案して設定） 

管路の定量的評価            
①事故危険度            
②有効率              
③水理機能            
④耐震性強度           
⑤水質保持機能          
⑥老朽度      ※重視項目 

更新基準年数に基づく更新需要の把握 

更新需要の平準化               
適正事業量の検討 

更新対象管路の抽出と優先順位の選定 
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4 管路の健全度

5 更新需要の平準化と計画事業量

　

※経年化管：法定耐用年数1.0～1.5倍　老朽化管：法定耐用年数1.5倍超

管路の健全度
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更新事業を実施しなかった場合 更新基準に基づく更新を実施した場合 

平成26年 平成31年 平成36年 平成41年 平成46年 平成51年 平成56年 平成61年 平成66年 

和暦年度 和暦年度 

平成26年 平成31年 平成36年 平成41年 平成46年 平成51年 平成56年 平成61年 平成66年 

計画事業量  
【管   路】 更新延長１４ｋｍ／年かつ更新費用６．９５億円／年（３０年間分平準化）  
【構造物等】 更新費用５．３５億円／年（３０年間分平準化） 

【検討事項】  
①予算確保、体制等を考慮し、継続的に執行可能な事業量であること 
②水需要の減少傾向を考慮してダウンサイジングによる費用削減の可能性も期待できること 
③技術的知見や進歩を考慮し、柔軟に見直しが行えるような期間であること 
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6 更新需要に基づいた財政収支の見通し

　

【今後の検討事項】  
①構造物・設備の更新需要費用の抑制方法 
②計画事業量に合わせた詳細な財政シミュレーションの実施 
③国庫補助事業の事業量拡大 

収益的収支
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平成４９年度に損益がマイナス 

事業量の見直し 

料金の適正化等の検討が必要 

収益的収支
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約２７％程度の改定 

最適な料金改定の検討が必要 
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7 今後の尾道市水道事業の方向性と課題
【アセットマネジメント実施による効果】
　

【今後の課題と対応方策】

　

施設老朽度が改善 
耐震化路線の増大 

漏水・事故リスクの低減 

Ｈ２５年度末  
管路耐震化率 
約２１％ 

＜課題①＞ 
人口減少に合わせた施設
全体の再構築 

＜対応方策＞  
管路・構造物等のダウンサイジング 
                および再構築 
 →更新費用のさらなる縮減 

＜課題②＞  
施設の耐震化 

＜対応方策＞                               
重要管路（基幹管路）を積極的に耐震管へ布設替え 
・重要給水拠点への給水確保 

＜課題③＞  
技術基盤の強化と技術継承  
非常時の人員不足 

＜対応方策＞                               
非常時に即時対応可能なプロパー職員確保の取組 
熟練職員の持つ暗黙知の継承への取組 
・関係団体主催の研修会 
・外部講師、再任用者を交えた技術研修 
・設計の標準化、維持管理の実施研修 

＜課題④＞ 
財政基盤の強化 
事業の情報提供 

＜対応方策＞                               
地方公営企業法、企業会計の適用、受益者負担を原則 
・継続的な資金調達計画の策定 
・適切な内部留保金の確保 
・国庫補助金の活用 
・利用者への広報活動と事業の見える化 
・料金体系の見直しと料金改定の検討 

＜課題⑤＞  
公民連携と広域連携 

＜対応方策＞                               
民間活用（技術低下を招かない程度）と隣接水道事
業体との災害時応援協定の締結 
・委託業務の共同発注 
・資材の共同保有、相互融通 
・災害時応援協定締結事業体（福山市・松江市）との
共同訓練の実施 

Ｈ５６年度末  
管路耐震化率 
約５７％ 
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